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〔27日 に梅雨明け〕

今夏は異常気象。6月 の晴天つ

づきのあと7月 は長雨が続き、梅

雨明けは27日 にずれこんだ。

梅雨明け宣言の出ないまま子ど

もたちは夏休みに一―。

異常冷夏と言われた一昨年をし

のぐ「冷た～い7月 」だったが各

小学校のプールは、どこでもカッ

パ天国。元気な歓声につつまれて

いた。 l写真は27日 水四小で〕

■

こ

よ

み

■

１
日
　
船
小
屋
温
泉
花
火
大
会

４
日
　
民
生
委
員
会

５
日
　
農
業
委
員
会
　
□
少
年
水
泳

大
会

６
日
　
広
島
原
爆
記
念
日

８
日
　
立
秋

９
日
　
長
崎
原
爆
記
念
日

‐４
日
　
久
富
熊
野
神
社
盆
づ
な
引
き

‐５
日
　
月
お
く
れ
盆

・９
日
　
行
政
区
長
会

２２
日
　
校
区
公
民
館
対
抗
野
球
大
会

２５
日
　
水
田
天
満
宮
千
灯
明
祭

３０
日
　
東
京
混
声
合
唱
団
演
奏
会

筑
後
地
区
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

祭

〔定
例
講
座

・
学
級
〕
保
健
福
祉
学
級

（２５
日
）

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
定
例

講
座

・
学
級
は
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（５

ｏ
ｌ２

・
‐９

・
２６
日
）

公ヽ
害

苦
情
相
談

・
消
費
生
活
相
談

・
人
権
法

律
相
談

。
行
政
相
談

（
１８
日
）

・
老
人

健
康
相
談

（４

・
６

・
１１

・
１８

，
２０

，

２７
日
）

・
妊
婦
相
談

（１２

・
２６
日
）
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筑
後
北
小

設
百
〓
ヘ

く
れ
、
地
元
、
学
校
関
係
者
、
市
教
育

委
員
会
な
ど

一
時
は
五
十
八
年
開
校
が

出
来
な
い
の
で
は
と
い
う
心
配
の
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
補
助
決
定

の
連
絡
が
届
き
、
い
よ
い
よ
建
設
を
待

つ
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
小
学
校
が
完
成
す
る
と
市
内
で

は
十
二
校
目

（分
校
を
合
む
）
の
小
学

校
と
な
り
ま
す
。

学
校

の
規
模

・
概
要
な
ど

新
し
い
小
学
校
は
、
敷
地
面
積

一
万

六
千
平
方
所
。
今
年
度
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
て
校
合
二
棟

（
二
階
建
て

と
三
階
建
て
の
計
三
十
百
五
十
五

平
方

財
）
と
給
食
室

（百
三

十
平
方
房
）
を
建
設
す

る
予
定
で
、
建
設
事
業

費
は
、
五
十
七
年
度
、

五
十
八
年
度
で
、
四
億

九
千
五
百
十
八
万
二
十

円
。屋

内
体
育
館
、
プ
ー

ル
は
五
十
八
年
度
以
降

に
建
設
さ
れ
ま
す
。

通
学
区
域
は
、
西
原

東
区
、
西
原
西
区
、　
一

条
区
、
大
和
区
、
赤
坂

区
、
欠
塚
区
の
六
行
政

区
が
予
定
さ
れ
て
お
り

通
学
予
定
の
児
童
数
は

十
二
学
級
、
三
百
七
十

四
人
ぐ
ら
い
に
な
る
見

込
み
で
す
。

校
舎
建
築
に
か
か
る
の
は
、
九
月
中

旬
の
工
事
入
札
以
後
で
、
九
月
下
旬
に

着
工
し
、
来
年
二
月
末
に
は
完
成
す
る

予
定
で
す
。

来
年
四
月
開
校
を
め
ざ
し
て
、
立
派

な
学
校
を
つ
く
り
た
い
と
教
育
委
員
会

で
は
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

中
島
栄
二
郎
教
育
長
談
＝
市
当
局
を

は
じ
め
、
県
、
国
な
ど
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
で
、
五
十
八
年
開
校
に
こ
ぎ
つ

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

羽
犬
塚
校
区
の
み
な
さ
ん
に
は
過
密

な
学
校
施
設
の
中
で
、
大
変
ご
不
便
を

か
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
児
童
や
教
師

ご
父
兄
の
み
な
さ
ん
に
も
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
ご
は
、
こ
の
小
学
校
に
通
学
す

る
児
童
、
ご
父
兄
の
み
な
さ
ん
と
教
職

員
と
も
ど
も
新
し
い
校
風
づ
く
り
、
伝

統
づ
く
り
に
励
ん
で
欲
し
い
も
の
で
す
。

明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
が
総
会

筑
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

（

菊
池
徹
之
会
長
）
は
、
六
日
、
年
前
十

時
か
ら
、
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
五
十

七
年
度
総
会
を
開
き
、
来
年
四
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
統

一
地
方
選
挙
、
七
月

ご
ろ
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
に
む
け

て
、
今
年
度
の
運
動
方
針
な
ど
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
、
き
め
ら
れ
た
運
動
方
針
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
活
動
状
況
の
趣
旨
の
普
及
、
②
地
域

で
の
話
し
合

い
活
動
を
推
進
し
、
政
治

意
識
を
高
め
る
、
③
時
局
講
演
会
を
開

催
し
、
学
習
す
る
、
④
選
挙
違
反
に
対

す
る
取
り
し
ま
り
強
化
を
要
望
す
る
こ

と
な
ど
の
四
点
で
し
た
。

開
校
は
来
年
四
月
の
予
定

九
州
大
谷
短
大
北
側
の
丘
陵
地
帯
（

蔵
数
大
谷

・
西
牟
田
松
尾

。
一
条
千
本

松
）
に
建
設
を
計
画
し
て
い
た
羽
犬
塚

校
区
北
部
に
新
設
す
る
筑
後
北
小
学
校

の
建
設
が
き
ま
り
ま
し
た
。

新
設
す
る
こ
の
小
学
校
は
、
マ
ン
モ

ス
化
し
て
い
る
羽
犬
塚
小
学
校
か
ら
分

離
独
立
し
て
新
設
す
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
仮
称
北
部
小
学
校
と
呼
ん
で
い
ま

〔写
真
は
造
成
の
終
っ
た
筑
後
北
小
用
地
〕

し
た
が
、
地
元
関
係
者
の
み
な
さ
ん
と

の
協
議
の
結
果
、
筑
後
北
小
学
校
と
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
小
の
敷
地
は
、
こ
と
し
二
月
初
旬

か
ら
用
水
路
の
整
備
、
土
地
造
成
に
か

か
り
、
す
で
に
左
上
写
真
の
と
お
り
造

成
ず
み
で
、
本
体
工
事
着
工
を
待
つ
ば

か
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
か
ら
の
補
助
決
定
が
お

回

ＮＩ

し
尿
処
理
場

の
共
同
利
用
を

大
木

・
三
瀦
両
町
か
ら
申
し
い
れ

施
設
の
老
朽
化
と
処
理
量
の
増
大
の

た
め
、
高
江
区
に
あ
る
、
し
尿
処
理
場

を
約
九
億
八
千
三
百
万
円
を
か
け
て
、

現
在
の
施
設
の
南
側
に
隣
接
し
た
敷
地

に
増
改
築
す
る
事
業
を
す
す
め
て
い
ま

す
。昨

年
十

一
月
中
旬
か
ら
土
地
造
成
に

着
手
し
、
人
月
に
は
し
尿
処
理
場
の
建

物
の
本
体
工
事
に
着
工
す
る
予
定
で
市

で
は
作
業
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

増
改
築
す
る
新
し
い
処
理
場
の
日
間

処
理
能
力
は
七
十
五
ま
鴻

（現
施
設
は

四
十
ま
科
）
で
、
来
年
十
月
ま
で
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

現
在
の
市
内
の
し
尿
収
集
量
は
、
日

間
で
約
五
十
許
科
か
ら
五
十
五
ま
科

（

(2)
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盆
、
年
末
時
に
は
六
十

ロキ材
を
こ
え
る

こ
と
も
あ
る
）
で
、
新
し
い
施
設
が
完

成
す
れ
ば
、
収
集
塁
が
増
え
て
も
十
年

ぐ
ら
い
は
大
文
夫
と
市
で
は
見
込
ん
で

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
し
尿
処
理
場
の
処
理
水

を
放
流
し
て
い
る
山
ノ
井
川
下
流
の
大

木

・
三
洛
の
両
町
か
ら
町
長
と
議
長
名

で
、
処
理
場
の
共
同
利
用
の
陳
情
書
が

今
年
の
五
月
以
降
二
回
に
わ
た

っ
て
市

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
回
目
が
五
月
二
十
五
日
、
第
二

回
目
が
七
月
七
日
の
日
付
で
す
。

内
容
は

「貴
市
と
大
木
、
三
渚
町
は

隣
接
し
た
市
町
と
し
て
、
従
来
か
ら
密

接
な
関
係
に
あ
り
、
相
互
に
協
力
し
あ

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

両
町
は
同
じ
山
′
井
川
流
域
に
処
理

場
を
持
つ
筑
後
市
の
施
設
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
全
町
民
が
望
ん
で

い
る
こ
と
。
両
町
の
加
入
で
施
設
を
充

実
し
、
放
流
水
の
水
質
改
善
を
は
か
り

山
ノ
井
川
を
美
し
く
し
た
い
こ
と
、
貴

市
処
理
施
設
へ
の
加
入
を
、
検
討
し
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

現
在
、
両
町
は
、
し
尿
処
理
場
が
な

く
、
日
間
、
大
木
町
十
ま
料
、
三
瀦
町

十
五
ま
房
を
そ
れ
ぞ
れ
海
上
投
棄
で
処

理
し
て
い
る
た
め
、　
一
部
事
務
組
合
方

式
で
処
理
し
た
い
考
え
の
よ
う
で
す
。

市
で
は
、
処
理
場
の
建
設
事
業
が
、

す
で
に
二
年
目
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
計
画
ど
お
り
の
建
設
を
進
め
る

こ
と
を

基
本
に
地
元
、
議
会
と
も
協
議

し
、
両
町
の
加
入
に
つ
い
て
増
設
を
合

め
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

転
し
て
長
雨
被
害

し

た

。
干
ば
つ
対
策
は
、　
一
転
し
て
長
雨
対

策
に
か
わ
り
ま
し
姥
。

と
く
に
降
雨
量
の
多
か
っ
た
の
が
、

十
六
日
で
、
久
恵
区
、
北
長
田
区
、
津

島
束
、
西
、
蔵
数
、
西
牟
旧
全
域
な
ど

で
、
水
稲
冠
水
約
二
百
五
十
め
に
及
び

家
屋
浸
水
の
被
害
も
出
ま
し
た
。

（写
真
は

一
条
区
２
０
９
号
線
で
十
六

日
。）
（
回
の
長
雨
被
害
は
、
河
川
復
旧

個
所
二
十
二
ヵ
所
、
工
事
費
五
千
三
百

七
十
万
円
、
道
路
復
旧
個
所
五
ヵ
所
六

百
二
十
七
万
円

（
二
十
日
現
在
）
と
土

木
課
で
は
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一屋
用
促
進
住
宅

（３。
一二

建
設
き
ま
る

西
牟
田
地
区
で
十
二
月
着
工
予
定

労
働
省
所
管
の
雇
用
促
進
事
業
国
が

建
設
す
る
勤
労
者
向
き
住
宅

「雇
用
促

進
住
宅
」
が
、
筑
後
市
に
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
雇
用
促
進
住
宅
は
、
雇
用
促
進

事
業
団
の
事
業
と
し
て
、
勤
労
者
の
た

め
の
住
宅
を
建
設
し
て
い
る
も
の
で
、

市
で
も
建
設
促
進
に
つ
い
て
の
努
力
を

続
け
て
い
ま
し
た
。

建
設
決
定
の
知
ら
せ
は
、
七
月
十
日

付
で
、
県
を
つ
う
じ
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
市
で
は
建
設
予
定
地
に
西
牟
田
地

区
を
考
え
て
お
り
、
早
期
着
工
実
現
の

た
め
の
作
業
を
急

い
で
い
ま
す
。

こ
ん
ど
建
設
さ
れ
る
住
宅
の
概
要
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

建
設
さ
れ
る
予
定
の
住
宅
戸
数
は
、

一
棟
四
十
戸
建
て
三
棟
で
、
計
八
十
戸

一
棟
の
床
面
積
は
約
二
千
五
百
平
方
メ

ー
ト
ル
。
総
工
費
約
五
億
五
千
万
円
。

構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

五
階
建
。
身
障
者
向
き
の
住
宅
も
建
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。

住
宅
の
間
取
り
は
六
畳
、
六
畳
、
四

畳
半
と
台
所
兼
食
堂
、
便
所
、
浴
室
付

の
３
Ｄ
Ｋ
、
床
面
積
五
十
三
平
方
メ
ー

ト
ル

（身
障
者
向
き
は
五
十
四
、
六
三

平
方
メ
ー
ト
ル
。）
勤
労
者
向
き
の
た
め

家
賃
は
二
万
四
～
五
千
円
に
な
る
よ
う

で
す
。

市
で
は
、
建
設
の
た
め
の
事
務
手
続

き
が
終
り
し
だ
い
住
宅
建
設
地
予
定
の

西
牟
田
地
区
の
用
地
買
収
に
は
い
り
今

年
の
十
二
月
～
来
年
初
め
に
は
着
工
が

出
来
る
よ
う
地
元
関
係
者
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

作
業
が
予
定
ど
お
り
進
む
と
来
年
十

一
月
ご
ろ
に
は
住
宅
が
完
成
し
ま
す
。

六
、
七
月
は
異
常
天
候
が
続
き
ま
し

た
。
農
水
省
九
州
農
業
試
験
場
の
降
水

量
調
査
に
よ
る
と
六
月
の
降
雨
量
は
五

十
七
が
で
、
四
十
七
年
か
ら
五
十
六
年

の
平
均
三
人
三

・
二

、り
に
く
ら
べ
て
異

常
と
は
ち
き
り
わ
か
る
少
な
さ
で
し
た
。

市
で
は
六
月
下
旬
の
田
植
え
期
と
稲

の
成
育
期
に
被
害
の
出
る
恐
れ
が
出
た
た

め
、
七
月
二
日
、
田
中
虎
市
市
長
を
本

部
長
に
市
干
ば
つ
対
策
本
部
を
設
置
、

市
が
必
要
と
認
め
た
個
所
で
、
農
家
が

共
同
事
業
で
行
う
農
業
用
水
用
井
戸
堀

り
費
用
の
二
〇
％
を
補
助
す
る
こ
と
を

き
め
た
ほ
ど
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
対
策
本
部
が
実
働
を
は

じ
め
た
七
月
六
日
午
後
か
ら
小
雨
が
ふ

り
は
じ
め
、
九
日
に
晴
れ
た
以
外
は
連
日

曇

っ
た
り
、
雨
の
日
が
続
い
た
り
し
ま

‥

‥

′数
不
】゙
」
／
ヽち回４第

9月 1

は

1日 lttl
口特 別 出 演
漫才の「ゆうとびあ」

本―プ (本名 城後光義)

さんは地元出身 (写真右)

主な催しもの

口花自動車、みこし、パレード

など (駅前通り)

【】市民おどり (市役所広場)

【】映画・歌謡大会

(市民会館)

くわしくは、後日配布する

チランをごらんください

ｒ

く

(3)
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７
月
２８
日

に
臨
時
市
議
会

筑
後
北
小
建
設
費
補
正
な
ど
承
認

七
月
二
十
三
日
に
臨
時
市
議
会
が
ひ

ら
か
れ
ま
し
た
。

ニ
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
こ
ん
ど
の
臨
時
市
議
会
で
は
、
永
年

の
懸
案
で
あ

っ
た
北
部
地
区
小
学
校
建

設
が
い
よ
い
よ
具
体
化
し
た
た
め
、
開

か
れ
た
も
の
で
、
筑
後
北
小
学
校
建
設

費
補
正
を
合
む
昭
和
五
十
七
年
度

一
般

会
計
補
正
案
、
水
洗
小
学
校
、
西
牟
田

小
学
校
校
舎
改
築
工
事
請
負
契
約
な
ど

五
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り

■
昭
和
五
十
七
年
度

一
般
会
計
予
算
を

二
億
八
百
四
万
九
千
円
補
正
し
、
予
算

総
額
八
八
億
六
千
二
十
万
三
千
円
と
し

た
。
補
正
の
内
訳
は
、
し
尿
処
理
場
建

設
工
事
の
う
ち
、
汚
泥
乾
そ
う
用
炉
か

ら
排
出
さ
れ
る
、
ば
い
じ
ん
の
基
準
が

改
正
さ
れ
た
た
め
当
初
の
設
計
機
種
を

変
更
す
る
た
め
の
経
費
七
百
九
十
万
を

追
加
計
上
し
た
こ
と
、
ま
た
筑
後
北
小

学
校
の
校
舎
、
給
食
室
、
運
動
場
な
ど

の
整
備
に
必
要
な
予
算
二
億
十
四
万
九

千
円
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

■
筑
後
市
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を

改
正
し
、
新
設
校
名
を
筑
後
北
小
学
校

と
名
付
け
、
関
係
行
政
機
関
に
対
し
て

必
要
な
手
続
き
を
す
る
た
め
に
提
案
し

た
も
の
。

■
し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事
請
負
契
約

の
う
ち
、
杭
打
ち
工
事
に
つ
い
て
は
、

杭
長
を
十
Ｍ
に
統

一
し
て
契
約
し
て
い

た
が
、
地
質
調
査
の
結
果
、
十
七
房
か

ら
二
十
屑
に
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
契
約
変
更
の
承
認
を
求
め
た
も

の
で
、
変
更
後
の
契
約
金
額
総
額
は
八

億
六
十
六
万

一
千
円
と
な

っ
た
。

■
水
洗
小
学
校
校
舎
増
改
築
工
事
請
負

契
約
を
承
認
し
た
。
工
事
請
負
人
株
式

会
社
尋
木
組
取
締
役
社
長
尋
木
啓
記

契
約
金
額
九
千
百
十
八
万
円

■
西
牟
田
小
学
校
校
舎
、
給
食
室
増
改

築
工
事
請
負
契
約
を
承
認
し
た
。
工
事

請
負
人
三
洲
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締

役
富
安
久
雄
、
契
約
金
額
九
千
五
百
六

十
万
円
。

野
間
口
光
雄
元
県
議
が
死
去

七
月
二
十
五
日
、
年
後
八
時

心
筋
こ
う
そ
く
の
た
め
市
内
山
ノ

井
七
六
三
十
二
の
自
宅
で
死
去
さ

れ
ま
し
た
。
八
十
歳
。

同
氏
は
、
元
羽
犬
塚
町
議
か
ら

昭
和
二
十
九
年
四
月
、
市
町
村
合

併
に
よ
る
市
制
施
行
に
よ
り
市
議

二
十
年
四
月
か
ら
二
十
二
年
六
月

ま
で
市
議
会
議
長
、
三
十
四
年
市

議
辞
任
後
、
三
十
四
年
四
月
か
ら

県
議
会
議
員

一
期
。
市
議
会
議
員

の
野
問
口
天
凱

（
て
ん
が
い
）
氏

は
同
氏
の
長
男
。

助
産

婦

さ

ん
を

募
集

し
ま
す

人
事
課
と
市
立
病
院
事
務
局
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
、
市
立
病
院
で
働
ら
く

助
産
婦
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

〔募
集
人
員
〕
若
干
名

〔期
間
〕
九
月
上
旬
か
ら
、
二
月
末
日

ま
で
の
間
で
、
そ
の
つ
ど
助
産
婦
が
必

要
な
期
間
で
す
。

〔資
格
〕
身
体
が
健
康
な
人
で
、
年
齢

は
問

い
ま
せ
ん
。
助
産
婦
の
免
許
を
持

っ
て
い
る
人
で
夜
問
勤
務
が
可
能
な
人

〔申
込
期
間
〕
八
月
二
十
日
ま
で
。

応
募
者
が
募
集
人
員
を
満
た
し
た
場

合
は
、
そ
れ
以
前
に
し
め
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〔申
込
先
〕
市
役
所
人
事
課

（電
三
占

〓
５
又
は
、
市
立
病
院
事
務
局

（電
一〒

圭
一
一）
あ
て
に
履
歴
書

（写
真
貼
り
付

け
）
に
免
許
書
の
写
し
を
添
え
て
、
早

め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
考
は
面
接
に
よ

っ
て
決
定
す
る
予

定
で
す
。

同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

（

通
称
特
別
措
置
法
）は
、
い
ま

ま
で
見
て
き
た
経
過
を
た
ど

っ
て
成

立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
四
年
七

月
十
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
二
月
二

十

一
日
ま
で
の
十
ヵ
年
の
期
間
を
限

っ
て
の
時
限
立
法
と
し
て
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
措
置
法
は
、
未
解
放
部
落
を

解
放
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る
こ

と
が
法
的
に
明
確
に
規
定

さ
れ
た
こ
と
や
国
と
地
方

白
治
体
に
同
和
対
策
事
業

に
つ
い
て
の
積
極
的
で
計

画
的
な
取
り
組
み
を
義
務

づ
け
た
こ
と
は
同
和
行
政

史
上
の
大
き
な
前
進
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

し
か
し
、
ま
た

一
方
で

は
、
こ
の
措
置
法
は
解
放

行
政
を
す
す
め
る
に
あ
た

っ
て
、
い
く
た
の
不
十
分

な
難
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
第

一
に
、
こ
の
法
律
で
は
、

部
落
問
題
解
決
の
た
め
の
国
の
主
体

的
責
任
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
で

国
民
の
責
務
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
事
業
の
実
施
責
務
に
つ
い
て
国

と
地
方
公
共
団
体
の
区
分
が
あ
い
ま

い
で
、
そ
の
負
担
が
地
方
公
共
団
体

に
し
わ
よ
せ
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る

こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
法
律
の
名
称

そ
の
も
の
が
し
め
す
よ
う
に
、
同
和

行
政
を

″対
策
事
業
″
す
な
わ
ち
環

境
改
善
事
業
な
ど
に
ア
ク
セ
ン
ト
を

お
い
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
昭
和
五

十
四
年
度
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ
る

こ
と
、
第
四
に
、
部
落
解
放
の
た
め

に
、
政
府
が
長
期
的
に
ど
れ
だ
け
の

規
模
と
予
算
を
も

っ
て
こ
れ
に
あ
た

る
か
と

い
う
総
括
的
な
方
針
、
年
次

計
画
、
さ
ら
に
具
体
的
な
施
策
の
内

容
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
と

く
に
こ
れ
と
か
か
わ

っ
て
、
各
種
の

事
業
実
施
に
対
す
る
国
の

財
政
的
措
置
の
う
ら
づ
け

が
ほ
と
ん
ど
保
障
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
第
■
に
、

第
四
と
も
関
連
し
ま
す
が

国
庫
補
助
事
業
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

国
の
補
助
率
を
三
分
の
二

と
し
、
そ
の
残
り
の
地
元

負
担
分
は
地
方
向
治
体
に

起
債
を
認
め
、
そ
の
起
債

の
元
利
償
遇
分
の
人
制
を

地
方
交
付
税
と
し
て
み
る

と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
十
が
、

そ
れ
も
国
の
資
金
事
情
の
許
す
限
り

と
い
う
条
件
が
つ
い
で
お
り
、
地
方

債
の
償
遣
に
つ
い
て
、
国
が
党
令
に

負
担
す
る
と
い
う
保
障
が
明
碓
で
な

い
こ
と
な
ど
が
解
放
運
動
団
体
な
ど

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

事
実
、
答
申
な
ら
び
に
措
ｉｒｉ
法
を

う
け
た
政
府
の
実
質
的
な
同
和
対
策

事
業
は
、
そ
の
予
算
数
値
か
ら
兄
て

も
消
極
的
な
も
の
で
し
た
。

部落差別をなくそう②

戦 後 の 解 放 運 動

同和対策事業特別措置法

(4)
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】
格ヽ
》
謗 ＼`

∨

′ベ

彦
代

、

健
康
で
し
あ
わ
せ
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
皆
さ
ん
も
ひ
と
た
び
病
気
に
な

れ
ば
、
日
常
生
活
が
制
約
さ
れ
楽
し
い

く
ら
し
が
そ
こ
な
わ
れ
ま
す
。
明
る
く

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
少
く
と
も

成
人
病
に
か

ヽ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
＞つ
。

成
人
病
は
毎
日
の
生
活
態
度
に
深
く

結
び
つ
い
た
病
気
で
す
。
そ
れ
だ
け
に

日
々
の
健
康
に
対
す
る
心
が
け
が
必
要

に
な

っ
て
き
ま
す
。

麟

ｗ
談
】
戯

￥

影

聯

ψ
麟

”
螢

ま

鬱

器

よ

０

鴻
繋
繋
鴻
鴻
謎
鴻
鵠
鴻
諜

鴻鴻カ
ギ

を

に
ぎ
る

の
は

食

事

成
人
病
の
多
く
は
主
と
し
て
食
生
活

の
誤
り
や
タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
、
運
動

不
足
な
ど
が
原
因
と
な

っ
て
起

っ
て
い

ま
す
。
い
わ
ば
、
栄
養
、
運
動
、
休
養

の
三
つ
の
輪
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
結

果
、
病
気
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

中
で
も
カ
ギ
を
に
ぎ
る
の
は
食
事
で
す
。

一
日
の
食
塩
の
量
を
１０
９
以
下
に
お
さ

え
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

又
、
蛋
白
質
は
大
切
な
栄
養
素
で
す
。

動
物
性
の
脂
肪
に
気
を
つ
け
て
良
質
の

も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

”
年
度
成
人
病
検
診
申
し
込
み
を

受
付
け
ま
す
″

筑
後
市
で
は
５７
年
度
、
成
人
病
検
診

の
申
し
込
み
を
八
月

一
日
よ
り
受
け
付

け
ま
す
。
希
望
の
方
は
申
し
込
み
書
（別

に
配
布
）
を
隣
組
長
に
提
出
し
て
下
さ

い
。
あ
な
た
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
、
４０
才
を
す

ぎ
た
ら

一
年
に

一
回
は
成
人
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

△
検
診
実
施
期
間

昭
和
５７
年
９
月
１０
日
～
３０
日

健鴻鴻繋
偲謎鴻盤
偉灘鵠盤
律鴻諜鴻
億繋鵡

締
端
端盤
器
盤
端端
綿

織
鞠
輯
鞭
締

端
端
端
端
締
灘
盤
盤
端
端
端
端
締
端
締
端
端

”
く
や

及
く
い

や
く
い

”
電
Ю
”
，く
い

や
く
い

や
く
お

や
く
Ю
わ
く
い

や
く
ｂ

や
電
お

力
電
い

や
く
わ

か
く
お

力
く
い

や
電
お

”
Ч
お

大
切
な

タ
ン
パ
ク
質魚

　

チ

ー
ズ

★
制
限
す
る
の
は
ま
ち
が
い
★

★
糖
分
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
☆

とうふ

●気をつけてたべること

ごはん   砂糖

1日 109程度に

……。標準体重に

……・控えめに

□発行 筑後市健康づくり推進協議会 編集 衛生課
――

昭和 57年 8月



む
ず
か
し
い
こ
と
ば
が
、
い
き
な
り

出
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
が
世

界
に
ほ
こ
る

″ね
ず
み
″
な
の
で
す
。

血
圧
の
高
い
ね
ず
み
を
選
ん
で
か
け
あ

わ
せ
て
、
そ
の
子
の
う
ち
で
特
に
血
圧

の
高
い
も
の
ど
う
し
を
交
配
し
、
さ
ら

に
そ
の
子
を
…
…
　
と
い
う
ふ
う
に
交

配
を
重
ね
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
う
書
い
て
し
ま
う
と
、
簡
単
な

よ
う
で
す
が
、
完
成
ま
で
に
十
五
年
を

要
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
ど
ん
な
に
大

変
な
仕
事
で
あ

っ
た
か
る
わ
か
り
で
し

ょ
う
。
こ
の
ね
ず
み
は
１００
％
高
血
圧
を

起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
少
く

と
も
、
あ
る
種
の
高
血
圧
は
遺
伝
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
証

明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ね
ず
み
を
使

っ

て
高
血
圧
の
遺
伝
の
研
究
や
予
防

・
治

療
の
研
究

・
高
血
圧
と
密
接
な
関
係
を

持
つ
病
気

（脳
卒
中
や
心
筋
硬
塞
な
ど

）
の
研
究
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
ま
で
読
ん
で
こ
ら
れ
て

″

お
れ
は
高
血
圧
の
血
統
だ
か
ら
も
う
だ

め
だ
″
と
思
わ
れ
た
方
は
以
下
を
し
っ

か
り
読
ん
で
下
さ
い
。
高
血
圧
自
然
発

症
ラ
ッ
ト
の
中
か
ら
、
脳
卒
中
を
起
こ

す
血
統
を
取
り
出
し
て
、
代
々
８０
％
以

上
も
脳
卒
中
を
起
す
ね
ず
み
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
用
い
た
実
験
を
御
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
条
件
に

よ
っ
て
脳
卒
中
の
発
生
率
が
ど
う
変
る

か
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

●
普
通
食
で
飼

っ
た
場
合
８３
％

ｏ
普
通
食
十
食
塩
の
場
合
１００
％

●
高
蛋
白
食
で
飼

っ
た
場
合
０
％

●
高
蛋
白
食
十
食
塩
の
場
合
ｏ
％

ｏ
高
脂
肪
食
で
飼

っ
た
場
合
翔
％

●
降
圧
剤
を
与
え
た
場
合
０
％

高
蛋
白
高
脂
肪
が
脳
卒
中
の
発
症
を

ほ
ゞ
完
全
に
抑
え
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
従
来
の
考
え
の
剛
修

正
を
せ
ま
る
事
実
で
す
。
食
塩
が
危
険

を
増
す
要
素
で
あ
る
こ
と
も
、
は

っ
き

り
数
字
に
出
て
お
り
ま
す
が
、
高
蛋
白

食
の
場
合
は
、
食
塩
の
危
険
性
を
さ
え

る
さ
え
こ
ん
で
お
り
ま
す
。
以
上
は
、

高
血
圧
の
血
統
に
属
す
る
人
に
と
っ
て

大
変
心
強
い
実
験
結
果
で
す
。
す
で
に

高
血
圧
を
持

っ
て
い
る
人
達
に
も
、
降

圧
剤
の
投
与
に
よ
っ
て
、
脳
卒
中
の
発

症
が
み
ご
と
に
お
さ
え
ら
れ
た
と
い
う

う
れ
し
い
事
実
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ね
ず
み
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
以
上
の
よ

う
な
成
績
は
、
そ
の
後
、
統
計
的
な
研

究
に
よ
っ
て
人
間
に
も
あ
て
は
ま
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
る
り
ま
す
。
具
体
的

に
ど
う
ゆ
う
食
事
を
す
れ
ば
よ
い
か
は

今
後
の
課
題
で
す
。

注
高
蛋
白
食
、
高
脂
肪
食
と
は

蛋
白
や
脂
肪
の
量
が
多
い

食
事
の
こ
と
で
す
。

家
族
の
健
康
は
私
達
の
手
で

筑
後
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
会

委
員
長
　
　
野
円
　
を晶
記
子

筑
後
市
に
食
進
会

（食
生
活
改
善
推

進
会
）
が
発
足
し
て
七
年
目
に
な
り
ま

し
た
。

「私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で

」
県
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か

ヽ
げ
て
、
市

衛
生
課
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、

積
極
的
に
健
康
作
り
の
振
興
に
つ
と
め

て
お
り
ま
す
。

丈
夫
で
健
康
な
身
体
を
作
る
こ
と
は

何
と
い
っ
て
も
、
規
則
正
し
い
食
生
活

か
ら
で
、
毎
日
の
食
事
は
六
つ
の
基
礎

食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
で
す

。
日
本
人
の
食
生
活
は
ビ
タ
ミ
ン
と
ミ

ネ
ラ
ル
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
毎
日
、
充
分
に
摂
る
こ
と
に
よ
っ
て

食
品
添
加
物
に
よ
る
化
学
物
質
を
体
外

に
排
除
す
る
力
が
出
来
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら

１
、
バ

ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

２
、
近
年
、
年
代
を
問
わ
ず
成
人
病
が

増
加
し
て
い
る
の
で
、
貧
血

・
高

血
圧
な
ど
の
成
人
病
予
防
食
の
研

究
と
普
及
、
特
に
糖
分

・
塩
分
の

と
り
過
ぎ
に
注
意

３
、
緑
黄
色
、
野
菜
を
多
く
食
べ
る
こ

４
、
各
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
検
査
。

５
、
六
つ
の
基
礎
食
品
入
り
絵
皿
推
進

夏
休
み
に
は
、
母
子
家
庭
の
子
供
た

ち
に
栄
養
、
食
生
活
の
指
導
と
共
に
、

料
理
実
習
な
ど
を
い
た
し
て
お
り
ま
す

こ
の
実
践
に
は
、
来
養
教
室
の
修
了
者

が
推
進
員
と
な

っ
て
、
校
区

・
支
部
で

食
生
活
の
改
善
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
最
近
の
篤
か
さ
れ
た
事
例
で

す
が
、
近
隣
の
中
学
校
が
日
向
神
ダ
ム

に
遠
足
に
行

っ
た
時
、
中
食
の
弁
当
に

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
持
参
し
た
生
徒
が

数
人
も
い
て
、
先
生
に
お
湯
を
要
望
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
生
が
生
徒
の

リ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
桃

の
缶
詰
類
な
ど
数
個
と
、
水
筒
の
中
身

は
、
コ
カ

・
コ
ー
ラ
で
あ

っ
た
そ
う
で

す
。
勿
論
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
が
主
食

に
な
る
も
の
で
な
い
し
、
桃
の
缶
話
、

ネ
ク
タ
ー
で
は
そ
れ
だ
け
で
多
量
の
砂

糖
を
摂
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
又
コ
ー

ラ
飲
料
は
、
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
骨
の
発
育
を
妨
げ
虫
歯
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
発
育
期
の
最
中
に
あ
る
子

供
の
し
か
も
体
力
を
消
粍
す
る
速
足
の

弁
当
が
こ
れ
か
と
思
う
と
、
ゾ
ー
ッ
と

し
ま
す
。
手
軽
に
使
え
る
、
加
工
企
品

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
缶
飲
料
を
偏
重

す
る
姿
勢
は
、
そ
の
ま
ま
親
へ
の
客
館

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
供
た

ち
が
将
来
、
果
し
て
健
康
な
大
人
へ
と

成
長
し
得
る
の
か
、
こ
の
よ
う
な
実
態

は
意
外
と

「氷
山
の

一
角
」
で
は
、
な

い
だ
ろ
う
か
，
　
健
康
作
り
の
た
め
の

食
生
活
改
善
運
動
を
進
め
る
者
と
し
て

今
ま
で
の
運
動
を
反
省
す
る
と
と
も
に

も

っ
と
知
識
を
拡
大
し
て
末
端
へ
の
浸

透
を
行
政
ぐ
る
み
で
、
真
剣
に
と
り
く

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

５７
年
度

健
康
教
室
は
じ
ま
る
／

筑
後
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
今
年
も
又
、
希
セ
さ
れ
た
行
政
区
の

区
民
の
皆
様
に
対
し
健
康
教
室
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
す
で
に
七
月
九
日
に
は

古
島
で
内
科
医
丸
岡
先
生
を
、
同
月
二

十
日
に
は
下
妻
区
で
内
科
医
永
田
先
生

を
招
き
実
施
致
し
ま
し
た
が
、
両
先
生

の
臨
床
体
験
を
踏
ま
え
た

，ｉ杵
演
は
参
加

者
へ
深
い
感
銘
を
与
え
て
今
後
の
健
康

へ
の
強
い
関
心
を
高
め
る
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
他
に
成
人
病
予
防

の
映
画
や
健
康
体
操
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
な
る
、
人
月
十
七
日
は
鶴
田
区
で

午
後
七
時
二
十
分
よ
り
開
催
予
定
で
す
。

区
民
の
皆
様
の
多
数
の
御
参
加
と
仰
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｃ
他
に
健
康

教
室
を
希
望
さ
れ
る
地
区
は
術
生
課
ヘ

至
急
御
申
し
込
み
下
さ
い
。

と
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筑
後
市
中
央
生
活
学
校
が
発
足

「空
カ
ン
の
再
利
用
な
ど
に
取
り
組
む
」

合
成
洗
剤
の
追
放
、
食
品
添
加
物
の

研
究
、
河
川
浄
化
、
過
大
包
装
の
追
放

な
ど
消
費
生
活
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど

広
範
囲
な
活
動
を
続
け
て
来
た
、
お
母

さ
ん
た
ち
の
学
級
、
羽
犬
塚
、
筑
後
南
、

筑
後
の
三
生
活
学
校
が
今
年
か
ら

一
本

化
、

「筑
後
中
央
生
活
学
校

（代
表
者

久
保
王
子
さ
ん
）
」
と
し
て
発
足
、
七

月

一
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
、
勤
労

婦
人
セ
ン
タ
ー
で
、
第

一
回
目
の
学
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
現
在
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る

「空
カ
ン
公
害
」
が
研
究
テ
ー

マ
。
開
講
式
に
引
き
続
き
、
福
岡
市
で

空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
進
め
て

い
る

「空
き
缶
保
険
市
民
の
会
」
代
表

平
田
真

一
さ
ん

（３．
）
＝
福
岡
市
南
区

在
住
＝
を
講
師
に
招
き
、
熱
心
な
話
し

あ
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
田
さ
ん
は
、
ア
ル
ミ
缶
五
十
個
を

集
め
る
と

一
口
十
万
円
の
交
通
傷
害
保

険

（
一
年
間
）
に
加
入
で
き
る
と
い
う

独
特
の
運
動
を
進
め
て
い
る
人
で
、
実

際
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
お
さ
め
た

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
持
参
し
て
、
活
動
状

況
を
わ
か
り
易
く
説
明
、
資
源
の
大
切

さ
、
再
利
用
の
必
要
性
な
ど
を
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
平
田
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
来
た

ア
ル
ミ
製
品
を
扱

っ
て
い
る
会
社
の
秋

山
文
生
原
料
課
長
も

「
ア
ル
ミ
缶
の
再

利
用
は
数
量
が
ま
と
ま
れ
ば
で
き
る
」

と
太
鼓
判
。

空
き
缶
の
回
収
運
動
を
目
指
す
学
級

生
の
お
母
さ
ん
た
ち
を
は
げ
ま
し
た
。

学
習
会
に
参
加
し
て
い
た
お
母
さ
ん

の

一
人
は

「
こ
ん
な
学
級
が
あ
る
こ
と

自
体
知
ら
な
か
っ
た
。
早
く
入
れ
ば
よ

か
っ
た
。
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
も

っ

と
考
え
な
け
れ
ば
」
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
次
国
は
八
月
五
日
に
空
カ
ン

の
回
収
に
と
り
く
ま
れ
る
予
定
で
す
。

▽
人
事

異
動

△

市
で
は
八
月

一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と

お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

係
長
以
上
を
掲
載
。
カ

ツ
コ
内
は
も

と
の
職
名
で
す
。

■
係
長
職
＝
市
立
病
院
医
事
係
長
下
川

剛

（市
民
課
市
民
係
長
）
、
農
業
委
員

会
事
務
局
次
長
永
松
典
曽
喜

（税
務
課

庶
務
係
長
）
、
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
長
山
口
三
夫

（福
祉
事
務
所
保
護
係

長
）
、
福
祉
事
務
所
保
護
係
長
光
延

一

行

（市
立
病
院
医
事
係
長
）
、
市
民
課

市
民
係
長
荻
野
繁
彦

（農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
）
、
社
会
教
育
課
社
会
教
育

係
長
橋
本
益
夫

（学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
長
）
、
税
務
課
庶
務
係
長
鵜
木

守

（社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
）

■
退
職
＝
市
立
病
院
麻
酔
科
医
長
大
内

人
束

（七
月
二
十

一
日
付
）

赤 ち

姻

渕上 圭介ちゃん
(昭和56年 5月 ■日生)

渕上秀徳さん (31)、 由美子

さん (31)の二男 (水田中区)

「末っ子で甘えん坊だけど、

お兄ちやん、お姉ちゃんみた

いな元気な子に育つてほしい

です」と由美子さん。

磁

この欄は官公庁や市内の会

社工場からのお知 らせです

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

防
災
準
備
は
早
目
に

九
州
電
力
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

そ
な
え
て
、
と
く
に
つ
ぎ
の
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
、
看
板
、
煙
突

な
ど
は
風
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
、
し

っ
か
り
取
り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
樹
木
や
雨
ど
い
、
看
板
の
支
線
な

ど
が
電
線
に
ふ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
よ

う
で
し
た
ら
、
近
く
の
営
業
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
切
れ
た
電
線
や
低
く
た
れ
さ
が

っ

て
い
る
電
線
に
は
、
絶
対
さ
わ
ら
な

い
で
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

入

国

警

備

官

の

採

用

試

験

人
事
院
、
法
務
省
で
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
入
国
警
備
官
の
採
用
試
験
を

し
ま
す
。

■
資
格
＝
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
四
十
年
四
月

一
日
ま
で
に

生
れ
た
人

■
採
用
予
定
数
＝
二
十
名

■
試
験
日

第

一
次
試
験
　
十
月
二
十
日
⑤

第
二
次
試
験
　
十
月
二
十
五
日
⑪

■
受
付
期
間
　
八
月
二
十
七
日
～
九

月
九
日
く
わ
し
く
は
福
岡
入
国
管
理
局

（

千喝
キｍ
Ｏ
九
二
‐
二
〈
一十
七
四
三
一
）
　
ヘ

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
格
試
験
が
あ
り
ま
す

県
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
格
試
験
を
つ
ぎ
の
と
お
り
し
ま
す
。

■
試
験
日
＝
十
月
十
七
日

（
日
）
午

後

一
時
～
三
時
ま
で

■
受
付
期
間
＝
九
月
六
日

（月
）
～

九
月
十
日

（金
）

■
受
付
＝
県
土
木
事
務
所
か
県
建
築

管
理
課
く
わ
し
く
は
県
建
築
管
理
課
指
導

係

（電
話
男
子
奎

Ｔ
〓
一↓
へ
る
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

雇
用
促
進
融
資

財
形
融
資
受
付

社
宅
、
寄
宿
合
、
食
堂
、
福
祉
施

設
、
訓
練
施
設
設
置
資
金
の
ほ
か
に

高
年
齢
者
職
場
改
善
資
金
が
で
き
ま

し
た
。
募
集
期
間
は
、
五
十
八
年
二

月
二
十
八
日
ま
で
で
す
。

又
、
勤
労
者
に
持
家
と
し
て
分
譲

す
る
住
宅
で
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅

建
設
基
準
に
あ
う
も
の
の
建
設
又
は

購
入
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
使
用

す
る
財
形
融
資
も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
耐
〕

く
わ
し
く
は
雇
用
促
進
融
資
業
務

　
′ｔ

取
扱
店
か
同
事
業
団
九
州
支
部

（電

〇
九
二
十
四
三
一Ｉ
三
七
六
六
）　
ヘ
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水田可ヽで「カッパ座」公演  後地昇と電
演中の大阪府富田林市の人形劇団「カッバ

座 (古市カオル座長)」 が水田小 (大月茂

校長354人 )を訪れ、子どもたちにぬいぐ

るみ劇「しあわせのこぶ」を無料で披露し

た。 〔写真0〕 この公演は大牟田市で歯科

医をしている郷原哲明さん (56)ら が同劇

団を招き、日ごろ演劇に接する機会に恵ま

れない子どもたちになまのI寅劇をと昨年か

ら同校を訪ずれている。同日は筑後養護学

校の児童70人 もいっしょに演劇を楽しんだ

そうめん流しのブレゼント
 牟哲呆

｀

(臣

山元喜校長298人 )で、全校児童が夏の味

覚「そうめん流し」を味わつた。 〔写真②〕

このそうめん流しは、同校を昭和 9年 に

事業、大牟田市で結婚式場などを経営して

いる原三千人さん (61)が、「母校の子ども

に喜んでほしい」と4年前から続けている

もの。あいにくの曇り空のため、廊下に急

造された流し樋から流れるそうめんに子ど

もたちは大喜び。この日ブレゼントされた

そうめんの量は500人前100k9だ った。

(6)
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お
盆
の
た
め

休
み
ま
す

ご
み
収
集

・
市
立
病
院
な
ど

お
盆
の
た
め
、
市
役
所
、
市
立
病
院

な
ど
の
業
務
を

一
部
休
み
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
収
集
＝
十
六
日
（月
）
は
休
み

こ
の
日
収
集
予
定
区
域
の
家
庭
は
つ
ぎ

の
収
集
日
ま
で
待

っ
て
く
だ
さ
い
。

日
し
尿
く
み
と
り
＝
十
六
日
、
十
七
日

は
休
み
。

■
市
立
病
院
＝
十
五
日

（
日
）
日
曜
在

宅
医
、
十
六
日
は
外
来
休
診

（た
だ
し

急
患
を
除
く
）

■
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
＝
十
六
日
は
休

み
。

■
窓
ガ
原
体
育
館
、
水
田
コ
ミ
セ
ン
、

プ
ー
ル
、
郷
土
資
料
館
＝
十
六
日
は
休

み
。

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
十
三
日
か
ら

十
六
日
ま
で
休
み

■
ほ
か
の
戸
籍
、
住
民
票
の
窓
口
＝
市

役
所
の
窓
口
業
務
は
十
五
日
の
日
曜
日

以
外
は
平
常
ど
お
り
で
す
。

一８
一月
一の
一衛

一生

２５
日
　
竹猟
後
、
古
川
、
水
田
、
水
洗
、

下
妻
、
古
島
、
二
川
校
区

〔場
所
〕
保
健
セ
ン
タ
ー
で

〔対
象
児
〕
生
後
二
十
四
ヵ
月
か
ら
四

十
八
ヵ
月
未
満
、　
一
期
は
二
歳
に
な
っ

て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三
回
う
け
る

二
期
は

一
期
が
終
っ
て

一
年
か
ら

一

年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。
こ
の
間
に

接
種
で
き
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
は
、
七

十
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
て
二
種
混
合

（

ゾ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）
予
防
接
種
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
予
防
接
種
を
う
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と
き
は
、
母

子
手
帳
の
該
当
の

″問
診
票
″
に
必
ず

記
入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ

さ
い
③
な
お
間
診
票
が
な
い
と
き
は
、

印
か
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

衛
生
行
事
の
時
間
は
い
ず
れ
も

一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

ガ
ン
検
診

成
人
検
診
の
申
込
み

衛
生
課
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
子
宮

ガ
ン
、
成
人
検
診
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
子
宮
ガ
ン
検
診
日
　
九
月
八
、
九
、

十
、
十
六
日
の
四
日
間

申
し
込
み
は
市
役
所
衛
生
課
ヘ

■
成
人
検
診
日
　
九
月
十
日
～
三
十
日

申
込
み
は
チ
ラ
シ
の
申
込
み
票
に
記

入
し
て
隣
組
長
さ
ん
へ
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

水
泳
教
室

受
講
生
を
募
集

県
立
県
南
婦
人
セ
ン
タ
ー

（柳
川
市
）

で
は
、
第
二
期
水
泳
教
室
の
受
講
生
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〔開
講
期
間
〕
十
月
～
十
二
月

数
　
室
　
名
　
同
　
　
時
　
受
講
料

初
心
者
教
室
　
毎
週
水
曜
日
　
一一一、五
〇
〇
円

（婦
人
）
　
　
午
後
一
時
上
二
時

婦
人
サ
ー
　
　
毎
週
人
曜
日

〓
一、五
〇
〇
円

ク
ル

（専
科
）
午
後

一
時
～
三
時

初
心
者
教
室
　
毎
週
日
曜
日

一一、五
〇
〇
円

（四
才
～
小
三
）
午
前
十
時
～
十
二
時

育
成
教
室
　
　
毎
週
土
曜
日

一一、五
負
胃
一

（小
一
～
小
六
）

午
後
二
時
半
～
四
時
半

団
体
幼
児
　
　
希
望
日
　
　
　
一
ｒ
δ
Ｏ
円

教
　
　
室
　
　
午
前
十
時
～
十
二
時

〔受
付
〕
九
月

一
日
か
ら

〔申
込
先
〕
同
セ
ン
タ
ー
ヘ

（電
〇
九

四
四
七
十
③
七
五
二
五
）

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
を
募
集

郵
政
省
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に

「第
七
回
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
を
募
集
中
で
す
。
大
き

さ
は

一
辺
の
長
さ
二
十
五

釦
以
内
で
一

人

一
点
。
結
切
り
は
九
月
十
二
日
。

く
わ
し
く
は
筑
後
郵
便
局
ヘ

乳
児
検
診
　
１９
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

今
月
の
対
象
は
五
十
七
年
四
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

身
長
、
体
重
測
定
、
診
察
、
集
団
指

導
な
ど
を
し
ま
す
。

一
歳
半
児
の
健
康
相
談

９
日
、
１０
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

対
象
者
は
五
十
六
年

一
月
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
で
す
。

身
長
、
体
重
測
定
の
ほ
か
、
栄
養
指

導
、
育
児
指
導
な
ど
を
し
ま
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア

・
百
日
ぜ
き

・
破
傷
風
予

防
機
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

１１
日
　
羽
犬
塚
、
松
原
、
西
牟
田
校
区

1行 |

1事 |
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■
八
月
六
日
は
広
島

ま
た
九
日
は
長
崎
の

原
爆
記
念
日
で
す
。

こ
の
日
は
原
爆
が

落
さ
れ
た
時
間
に
市

内
の
つ
ぎ
の
施
設
で

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
の
で
、
原
爆
死

没
者
の
慰
霊
と
平
和

祈
念
の
た
め
に
黙
と
う
し
ま
し
ょ
う

六
日
　
午
前
八
時
十
五
分

九
日

午
前
十

一
時
三
分

〔サ
イ
レ
ン
〕
市
庁
合
、
筑
後
機
械

工
業
協
同
組
合

（熊
野
）
、
西
牟
田

町
消
防
団
車
庫
、
国
立
赤
坂
療
養
所

原
爆
記
念
日
は
、
戦
争
の
い
た
ま

し
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
つ
ぎ
の
世
代

の
人
に
伝
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

三
度
と
再
び
あ
や
ま
ち
を
く
り
か

え
さ
な
い
た
め
に
も
み
ん
な
で
黙
と

う
差
；
し
ま
Ｔ
し
ょ
う
。

勤
労
婦
人

セ
ン
タ
ー

定
例
講
座
案
内

八
女
地
区
婦
人
大
学

（
ｙ
日
）
、

高
齢
者
講
座

（
２５
日
）
、
源
氏
物
語

講
座

（１１
、
２５
日
）
、
手
作
り
人
形

講
座

（２０
日
）
、
婦
人
大
学
Ｃ

（５

日
）
、
婦
人
大
学
Ｂ

（Ю
日
）
、
子

ど
も
の
た
め
の
映
画
教
室

（２‐
日
）

茶
道
教
室

（
５
、
‐０
、
‐２
、
Ｗ
、
‐９

２４
日
）
、
同
和
教
育
講
座

（６
、
２０

日
） 平和祈念の黙とうを

6。 9日 は原爆記念日

テ
ー
、フ
ル
ス
ピ
ー
チ
講
座

受

講

生

を

募

集

結
婚
式
で

「テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
」

や

「司
会
」
を
頼
ま
れ
た
と
き
、
も
っ

と
う
ま
く
話
す
こ
と
が
で
き
た
ら
な
あ

―
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
で
は

「上
手
な
話
し
の

仕
方
」

「上
手
な
司
会
の
仕
方
」
等
の

講
座
受
講
生
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
受
講
資
格
は
自
由
で
す

〔期
間
〕
九
月
～
十

一
月
ま
で
。
毎
月

第
二
、
第
四
人
曜
日
。
年
後
七
時
～
九

時
ま
で
。

〔場
所
〕
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

〔講
師
〕
元
大
分
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
現
在
九
州
大
谷
短
大
、
放
送
演
劇
科

教
授
の
安
達
泰

一
先
生
。

〔申
込
先
〕
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（電
話
③
二
五

一
六
）
ヘ

東
京
混
声
合
唱
団

演
奏
会
は
三
十
日

市
で
は
、
こ
と
し
か
ら
文
化
振
興
事

業
を
設
け
、
そ
の
第

一
回
例
会
と
し
て
今

月
二
十
日
、
年
後
七
時
か
ら
市
民
会
館
で

″東
京
混
声
合
唱
団
演
奏
会
″
を
開
く

こ

と

に

し

ま

し

た

。

同
合
唱
団
は
、
わ
が
国
で
は
最
高
の

合
唱
団
で
、
本
格
的
な
音
楽
会
は
筑
後

市
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
催
し
で
す
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
北
原
白
秋
の
な
じ

み
深
い
作
品
の
ほ
か
現
代
の
作
曲
家
に

よ
る
作
品
で
指
揮
は
、
地
元
八
女
高
卒

で
現
在
中
央
で
指
揮
活
動
を
し
て
い
る

熊
谷
弘
氏
で
す
。

前
売
券
は
、
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
市
内
レ
コ
ー
ド
店
、
書
店
な
ど
で

発
売
し
て
い
ま
す
。　
一
般
二
千
円
、
小

中
学
生
が
千
五
百
円
で
す
。

な
お
、
当
日
は
託
児
も
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課

（電
話
③
二
五

三
◆

ヘ

八
月
は
福
祉
年
金

証
書
の
提
出
月
で
す

福
祉
年
金
は
八
月
で
、
五
十
六
年
度

分
の
受
給
が
終
り
ま
す
。

八
月
に
福
祉
年
金
を
受
け
た
人
は
、

五
十
七
年
度
分
の
年
金
額
を
記
入
し
ま

す
の
で
、
八
月
二
十

一
日
の
年
前
中
ま

で
に
年
金
証
書
と
印
か
ん
を
市
民
課
国

民
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
民
課
国
民
年
金
係
で
は
、

つ
ぎ
の
会
場
へ
出
向
き
受
け
つ
け
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
係
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

巡
回
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
八
月
十
七
日

濤
口
町
公
民
館

（午
前
九
時
半
か
ら
十
時
半
ま
で
）

水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
会
所

（午
後

一
時
半
か
ら
二
時
半
ま
で
）

■
八
月
十
八
日

寛
元
寺
公
民
館

（午
前
九
時
半
か
ら
十
時
半
ま
で
）

馬
間
田
南
公
民
館

（午
後

一
時
半
か
ら
二
時
半
ま
で
）

6月 の人の動き⌒

出 生    40人
死 亡    17人
世帯数 10,689戸
人正計 42,366人
(前月より42人増)
男  20,319人
女  22,047人
住民基本台巾隣から

一

6月 の交通事故状況

発生作数 16件 (115)

負傷者数 17人 (138)

死亡者数 0人 (1)

◎死亡事故「ゼロ」は

160日 (7月 81日 現在)

※ ()内は 1月 から6月

までの累計です。

筑 後 中

`こ

感 謝 状    きれFIと を
てくれてありがとう」と17日 、建設省九州

地方局筑後川工事事務所 (松浦哲所長)か

ら筑後中学校 (太田黒一弥校長806人 )に感

謝状が贈られた。 〔写真0〕

同校は、毎年3月 、7月 の2回、観光地

船小屋中ノ島公園一帯の清掃活動を全児童

が参加して続けており、7月 の河川愛護月

間にちなんで表彰されたもの。現在県社会

福祉協議会のボランティア指定校に指定さ

れている同校では今後も継続していく方針

先 生 たちが勤労奉仕  断辱露曳音
から市内の各小、中学校は、いつせいに夏

休みに入つたが、21日 、22日 、24日 、26日

の四日間、羽犬塚小学校 (矢賀部弥之助校

長約1200人)では、先生たちが出校して勤

労奉仕に汗を流した。 〔写真0〕

この勤労奉仕は、一学期中にいたんだ「

すべり台」、「鉄棒」などのペンキ塗りや

「ふみ板」の修理、校庭の除草、施肥など

教職員全員で取り組んだもので、馴れない

仕事にけんめいの様子だつた。

(7)
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家

庭

と

文

化
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ヾヽ

五
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
が

七
月

一
日
、
年
後
二
時
三
十
分
か
ら

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
三
階
の
祝
聴
覚

室
で
、
市
中
央
公
民
館

（近
藤
重
喜

館
長
）
開
設
の

「筑
後
中
央
生
活
学

校
」
の
開
講
式
が
あ

っ
た
。

こ
の
日
と
り
あ
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ

は

「空
カ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル

（再
利

用
）
活
動
」。

こ
の
号
で
は
、
家
庭
の
主
婦
に
も

っ
と
も
身
近
な
消
費
生
活
上
の
諸
問

題
を
テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
、
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
仲
間
た
ち

「筑
後

市
中
央
生
活
学
校
」
の
み
な
さ
ん
を

紹
介
し
よ
う
。

学
級
生
数
六
十
八
人

同
校
の
誕
生
は
今
年
で
、
七
月

一

日
の
学
習
会
が
第

一
回
目
。
昨
年
ま

で
市
内
に
は
、
羽

犬
塚
、
筑
後
南
、

筑
後
の
各
生
活
学

校
が
あ
り
、
永
年

活
動
を
続
け
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど

二
つ
の
生
活
学
校
を
統
合
、
発
足
し

た
も
の
。

新
し
く
選
ば
れ
た
代
表
者
に
は
前

羽
犬
塚
生
活
学
校
代
表
者
だ

っ
た
久

保
正
子
さ
ん

（
５‐
＝
久
富
）
が
就
任

し
た
。
ま
た
副
代
表
者
に
は
三
川
校

区
婦
人
会
長
の
口
中
澄
枝
さ
ん

（
５８

＝
上
富
久
）
、
婦
人
大
学
の
学
級
生

だ

っ
た
三
宅
美
代
子
さ
ん

（
４７
＝
熊

野
）
が
就
任
し
、
代
表
者
を
補
佐
し

て
い
る
。

生
活
学
校
の
運
営
は
、
代
表
者
を

合
み
、
学
級
生
か
ら
選
ば
れ
た
運
営

委
員
の
話
し
あ
い
で
運
営
さ
れ
て
い

る
が
、
学
級
生
募
集
が
、
婦
人
会
組

織
を
と
お
し
て
の
方
法
と
公
募
に
よ

る
二
本
立
て
で

行
わ
れ
た
た
め

婦
人
会
員
で
あ

る
富
久
サ
ツ
キ

さ
ん

（
５８
＝
津

島
西
）、
近
本
ナ
ミ

子
さ
ん

（６４
＝
水
田
上
）
、
川
口
久

子
さ
ん

（
５６
＝
馬
間
田
）
、
下
川
タ

ツ
ヱ
さ
ん

（６３
＝
島
田
）
、
中
島
志

登
美
さ
ん

（
５２
＝
久
富
）
、
永
田
君

子
さ
ん

（
５６
＝
鷲
寺
）
の
ほ
か

一
般

応
募
の
日
村
知
美
さ
ん

（
４２
＝
上
原

々
）
、
森
川
喜
久
代
さ
ん

（４７
＝
藤

島
）
、
宮
島
嘆
子
さ
ん

（
４４
＝
徳
久
）、

河
野
水
早
さ
ん

（
６２
＝
徳
久
）
ら
が

運
営
委
員
。

学
級
生
数
六
十
八
人
。

代
表
者
の
久
保
王
子
さ
ん
は

「生

活
が
い
ろ
い
ろ
と
浸
害
さ
れ
て
い
る

が
私
た
ち
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
の
消
費
者
運
動
を
」
と
意
欲
十

分
。
ご
主
人
の
転
勤
で
二
年
前
に
筑

後
市
へ
転
入
し
た
と
い
う
森
川
さ
ん

は

「子
ど
も
も
大
き
く
な

っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
も

っ
と
社
会
に
目
を
向

け
た
生
き
方
を
」
と
云
う
。
ま
た
運

営
委
員
の
宮
島
さ
ん
に
誘
わ
れ
た

一

般
学
級
生
の
田
中
ツ
ヤ
子
さ
ん

（
３３

＝
鶴
田
）
は

「食
品
公
害

へ
の
関
心

が
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
少
し
づ
つ
勉

強
し
た
い
」
と
控
え
め
だ
が
、
と
り

く
み
た
い
課
題
は
学
校
給
食
と
か
。

課
題
は

「市
内
全
域
を
綱
羅
し
た

一学
級
生
の
課
題
を
い
か
に
ま
と
め
る

一か

（代
表
者
と
。
第
二
回
の
学
習
会

は
八
月
五
日
に
市
内
駅
前
地
区
で
空

カ
ン
回
収
に
取
り
組
む
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
す
す
め

「歩
き
、
ゆ
っ
く
り
走
る
」
が
健

康
に
結
び
つ
い
た
運
動
で
、
ジ
ョ
キ

ン
グ
と
い
い
ま
す
。
呼
吸
を
整
え
な

が
ら
野
外
を
ゆ
っ
く
り
走

っ
て
み
る

と
汗
が
で
る
頃
に
は
、
心
肺
機
能
の

高
ま
り
や
、
筋
肉
の
強
さ
、
精
神
の

集
中
を
覚
え
ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の

良
さ
は
①
全
身
的
な
運
動
で
息
切
れ

し
な
い
こ
と
、
②
ゆ
っ
く
り
持
続
で

き
る
こ
と
、
③
習
慣
的
に
毎
日
で
き

る
こ
と
、
④
自
分
の
体
力
に
応
じ
て

で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
は
生
涯
の
健
康
づ
く
り
と
し
て

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
年
代
に
関
係

な
く
誰
に
で
も
続
け
ら
れ
ま
す
。

走
り
た
く
な
い
人
も
、
相
手
を
意

識
す
る
こ
と
な
く
自
分
の
世
界
を
作

り
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走

っ
て
、
ＰЧ

季
折
々
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
詩

人
の
よ
う
に
走

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

´ヾ
ムヽ

カットは絵画グルーブ「泉J

光 延 喜 代 美 (高江)

鬱 醇誠路迎
〔児童向き〕 団今西祐行「ひばり
のおつかい」 団竹崎有斐「はじめ
てばけたたぬきのたのくん」 畷な

かえよしを「のんびりきかんしゃポ

ー〈ん」 畷あまんきみこ「はなと

しゆうでんしや」団篠原五男「つ

ばさは友だち」 団小口忠「自分の

ヵ」 國ヨハネス・パウル「パパまた

ずつこけた」

〔一般向き〕 鰯読売新聞外報部「
特派員報告世界の衣食住」 団川上
哲治「悪の管理学」 畷川上宗薫「

匂う女」 ⑮広川正夫「鳩ポッポの

歌がきこえる」 団大國美智子「ぼ

け相談室」 園北杜夫「輝ける碧き
空の下で」 団 トーマス・トンプソン
「わが子、リッチー」

団希望図書があればご連絡を

公民館図書室では、図書購入する

際、利用者の希望図書を購入するこ

とになりました。

希望図書がありましたら、図書室

備えつけの用紙に記入し、係へ提出

してください。

スポーツだより

■第 5回筑後市早朝野球大会成績一

27日 まで、武蔵 6対 1鶴田ク (22日 )

セイレイク8対 3赤坂ク (23日 )折

刈ビク2文↓1_上犠≡久ク (24日 )レ ッド

カープ不戦勝筑後 ドラゴンズ(27日 )

(会場はいずれもロッテA球場)
:I上朝野球大会の決勝戦は8月 31日 に

行われる予定。

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑩

シ
リ
ー
ズ

私
た
ち
の
仲
間

「筑
後
中
央
生
活
学
校
」

□ みんなの体力づくり□

保健シリーズ⑤
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